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第２回広聴事業「特別支援教育について」 

概要 

 教育委員会広聴事業は、教育長と教育委員が、児童生徒・保護者及び教職員などの皆様と

直接対話による意見交換を行うことで、より実情に沿った政策立案をしていくために実施

している。令和 5 年度(2023 年度)第 2 回は、特別支援教育をテーマに、2 月 2 日（金）に

あおば支援学校の視察を実施し、2 月 7 日（水）には校長、教頭、小学部の教諭２名、中学

部の教諭２名、養護教諭、栄養教諭、事務主任の９名の職員と意見交換を行った。 

   
意見交換の内容 

医療的ケアについて 

意見・質問 回答 

医療的ケアが必要な児童生徒と

配置されている看護師の人数、実態

と課題についてはいかがか。（西山

委員） 

・医療的ケア児は小学部に２名、中学部に１名お

り、看護師の配置は 2 名。胃ろうやインシュリン投

与等を実施している。医療的ケア以外の時間はそれ

ぞれの学年学級に学級支援員としてついている。

（養護教諭）  

 他の児童生徒と一緒に授業を受

けるにあたって支障や問題点はな

いか。（西山委員） 

・胃ろうでは時間で水分補給が必要になるが、担任

の先生と調整して水分補給の時間を確認しており、

活動に支障はない。（養護教諭） 

・校外学習で遠足へ行く際には小さなテントを持

っていき、そこで胃ろうをしており、ほぼ同じ活動

ができている。（校長） 

・看護師が休まなければならない場合や校外活動

に同行しなければならない場合は総合支援課から

応援として来てもらっている。（教頭） 

  

報告（１） 
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進路について 

意見・質問 回答 

 生徒は進路をどのような基準で

決めているのか。（西山委員） 

・現状は全ての生徒が特別支援学校高等部に進学

している。オープンスクールで学校生活や授業の様

子を見たり、体験したり、高等部の個別の教育相談

や施設、設備の話を伺ったり、公共交通機関の利用

ができるお子さんは実際に通学の時間帯に保護者

と路線バスに乗って行ってみて確認するなどして

総合的に判断し、ほとんどの中学 3 年生は高等部に

進学しているが、自宅からの通いやすさでの判断が

多いと感じている。（教諭） 

進路は希望どおりになっている

のか。（小屋松委員） 

・これまでの 9 名の卒業生は、第１希望の特別支援

学校の高等部に進学している。（教諭） 

 

近隣校等との交流について 

意見・質問 回答 

あおば支援学校における研修会に

ついてはいかがか。（澤委員） 

・昨年度までの 2 年間は「ケース会議の進め方」と

いうことで研修を行ってきた。今年度からはこども

を中心とした効果的な連携について実施し、スクー

ルソーシャルワーカー（SSW）との連携、職員間の

連携、保護者との連携について計 3 回実施した。研

修会にあたっては、SSW やこども発達支援センタ

ーの方に来てもらった。（教諭） 

小学校との交流についてはいかが

か。（澤委員） 

・小学部では、開校時は新型コロナウイルス感染症

の影響で実施が難しかったが、昨年くらいから年度

当初に職員の顔合わせ、学年同士の交流会、音楽会

や運動会、発表会において相互に見に来るなどの行

事の交流がある。また、城東小学校のランチルーム

を使っての給食や、城東小学校の運動場で体育を行

う機会があり、職員がついていける時だけではある

が、場所を共有して交流しており、日常的に交流が

できている。（教諭） 

中学部での交流についてはいかが

か。（澤委員） 

・小学部と同様に新型コロナウイルスの影響があ

り、人との関わりが難しかったが、施設設備面で、

藤園中学校の体育館やプールを使用したり、朝の運

動を武道場で行ったり、実習のための畑のスペース

で野菜を収穫する際に藤園中学校の特別支援学級
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の生徒と一緒に活動した。また、剣道の授業の際、

藤園中学校の剣道の先生にゲストティーチャーと

して指導してもらった。ランチルームで一緒に給食

の時間を過ごしたり、休み時間にプレイルームで一

緒に遊んだりといった活動は行っている。小学校、

中学校及び特別支援学校が繋がっているという良

さを活かして、日常的な交流、身近な関わりをやっ

ていけたらいいと思う。（教諭） 

施設の共有やふれあいよりも長い

時間、例えば通常学級の児童生徒と

一緒に授業を受けるようなことは

あるか。（小屋松委員） 

・現時点では、教育課程に位置付けてやっているも

のはなかったと思うが、そのようなことが実現可能

な距離感ではあると思う。（教諭） 

視察では作業学習の様子を見せて

いただいたが、一緒に作業ができる

など広げられるといいと思う。（澤

委員） 

・作業学習については、藤園中学校の特別支援学級

の生徒と一緒に作業をすることや、場所をお貸しし

て作業をすることもできる旨のご案内をしている。

（教諭） 

地域との交流についてはいかがか。

（澤委員） 

・城東小学校の PTA からもイベントにブースを出

してよいと言っていただいているが、こちらの準備

が整っていない状況。授業や特別活動以外でも地域

との交流ができたらいいと思う。販売についても現

在は保護者向けだけだが、中心市街地に近いという

立地も活かせればとは考えている。（教頭） 

小さい時から地域の方に知っても

らえていることは大事だと思うの

で、居住地交流についてはぜひ頑張

っていただきたい。（澤委員） 

 

小中学校との交流について、交流が

密になるとトラブルも起こると思

う。これは、悪いことではなくトラ

ブルが起きるくらい密な交流とい

うことで素晴らしいことと捉えて

いるが、あおば支援学校ではこれま

でどのようなトラブルがあったか。

（苫野委員） 

・本校の児童生徒は下校が早く、放課後に一緒に活

動することや遊ぶことはできない状況。休み時間の

交流にも職員が必ず付いており、今のところトラブ

ルは起きていない。（教頭） 
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いじめついて  

意見・質問 回答 

・いじめだということを認知できな

い児童生徒や訴えることが難しい

児童生徒がいる中、学校としてはど

のようにいじめを認知していくの

か。（教育長） 

・本校の対応として、複数の職員の視点から判断

し、わずかな気づきも丁寧に保護者に説明、報告し、

素早く判断し行動している。また、いじめの認知件

数は 0 件だが、アンケートで嫌なことがあったと回

答する児童生徒もおり、児童生徒からの説明が難し

い場合は根気強く、１対１で聞き取りを行うなどし

ている。（教諭） 

・仲良くなりたくて近づくことを嫌なことをされ

たと捉える子もおり、嫌なことをした側、された側

の話をよく聞き、した側の意図を伝えることでされ

た側が安心するケースが多いと思う。（教頭） 

・スクールバスでの様子も共有している。 

・いじめが起こらない習慣づくりとして、授業がわ

からない・つまらないと嫌な気持ちになりいじめに

つながるのではないか、という点から分かる授業づ

くりに取り組んでいるほか、いじめを許さない、い

じめの起こらない優しい学級づくりにも全員で取

り組んでいる。また、職員研修では自分が気づかな

かったことを養護教諭や事務、給食の先生が気づい

てくれたという意見があり、そのような点は本校の

良さだと思う。（教諭） 

・連絡帳による保護者とのやりとりや放課後等デ

イサービスと連絡をしており、少し元気がないなど

のこどもの変化を、特に自分で表現することが難し

いこどもについては慎重にみている。（校長） 

普段見ていて問題だと思うことは

あるか。（教育長） 

・どうしても手が出てしまうこどもについて特に

気にしている。職員が一生懸命止めるが、それがど

う伝わっているか、指導をどこまでわかってくれる

か、こども間だけでは解決できないところがあるた

め、職員がどう関わっていくかが大事だと思ってい

る。（教諭） 

保護者から「これはいじめではない

か」といった訴えはあるのか。（教育

長） 

・小学部では今年度は聞いていない。（教諭） 

・中学部でもいじめととらえている件数はない。小

学部も同様だと思うが、登校してから下校するまで

児童生徒が一人だけでいるという時間帯はほぼな

く、常に誰かが見ている。昼休みのプレイルームに
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も職員がおり、トイレも交代で行っているため、常

にこどもたちの様子を見守っている状況。（教諭） 

・いじめではないが、スクールバスで嫌なことをさ

れた、といった話があった際には席を配慮するなど

いじめが起こらない状況となるよう工夫している。

（校長） 

 

スクールソーシャルワーカー（SSW）及びスクールカウンセラー（SC）の活用について 

意見・質問 回答 

・SSW や SC を活用する場面は多い

か。（澤委員） 

・SSW については、今年度は年間を通じてかなり

相談し、間に入ってもらったこともあった。SC は

前半、1 学期に多く、入学してきて不安なお子さん

と家庭の事情でとても不安な状態のお子さんのカ

ウンセリングをしてもらうなどした。 

・SSW は福祉に関する部分が主だ

が、家庭の事情など、保護者への対

応をしているのか。また、家庭的な

事情を抱えておられるところも多

いのか。（澤委員） 

・家庭の方に支援が必要なこともあり、保護者に直

接伝えにくい部分を SSW の立場や違う関係機関の

方から伝えてもらうことで、家庭の状況が改善し、

こどもへのもっとよい支援ができるのではないか

ということで入ってもらっている。また、保護者に

話を聴いてもらえる、繋がれるという安心感を持っ

ていただくこともよりよい支援につながると考え

ている。家庭的な事情を抱えているところも多く、

保健こども課や保護課とも連携して繋がってもら

っている。（教頭） 

 

指導について  

意見・質問 回答 

・担任は持ち上がりか。（西山委員） ・必ず持ち上がりというわけではない。一緒に活動

することも多く、ほとんどの先生が担任以外の児童

生徒についてもよく知っている状況である。（校長） 

・教科指導上の課題についてはいか

がか。（西山委員） 

・小学部の１年生ではひらがなが読める子もいれ

ば、そこにある物に触れる、という認知の子もおり、

力の差がある。今は担任２人が３人ずつ、教科によ

って個別に時間をとっているが、１人に対応してい

ると他の子への対応が難しくなるため、時間を区切

ったり、一緒にできる活動と個別の活動の時間を組

み合わせたりすることで実施している。また、全体
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の活動では個別に目標を決めている。１人対して使

える時間は短いが、毎日の積み重ねで少しずつでき

るようになり、長時間座ることができるようにな

る、ひとりでできる活動が増えるようになるなどの

成長がみられる。（教諭） 

・中学部も同様で、6 名 1 クラスに担任 2 名であ

る。特別支援教育は一人ひとりのこどもの教育的ニ

ーズに基づき適切な支援を行うことで自立して社

会参加につながっていくということがよさなのは

理解しているが、１人の職員が３人の手立てを準備

する、見守っていくことは難しいため、個別を前提

としながらもある程度の集団に関わる支援しか展

開できないところにはもどかしさがある。もっとじ

っくりそれぞれの生徒に関わることができればよ

りその良さを発揮できるイメージは持ちながらも

現実的には難しい。先生の休み等で１人で６人を見

る場合は、授業よりも生徒たちがその場に、その時

間いかに落ち着いていられるかという対応をしな

ければならない難しさが大きい。（教諭） 

・ICT の活用についてはいかがか。

（西山委員） 

・教室を撮影したり、先生を写真に撮ってどんな先

生かまとめるたりするなど、１人１台のタブレット

端末をこどもたちに合わせて活用している。（教諭） 

・ICT 専門の支援員は必要ではない

か。（西山委員） 

・現状では詳しい先生もおり、その先生方と一緒に

学びながらやっているところ。教育センターも距離

が近く、本校に来て対応してもらうこともあったと

思う。（教諭） 

・他の特別支援学校で発生している

問題で、あおば支援学校でも起こり

うる、教育委員会が想定しておくべ

き問題はあるか。（教育長） 

・他の特別支援学校では教員の不適切な対応があ

り課題になっている。現在のところ本校では大きな

問題は起こっていないが、事実を伝えることが難し

いこどもで、行動面で難しい場合の教員の対応につ

いては、物を壊す、友達に怪我をさせるような危険

行為を体を押さえて制止することは体罰には当た

らないこと確認している。正確に事実を確認するた

めにも複数人で対応するようにしている。（校長） 

・こどもへの性に関する生活指導は

どのように行っているのか。 

（澤委員） 

・小学部では年に６回、中学部では養護教諭が関わ

るものが 5 回、保健体育の先生が企画しているもの

が５回、計１０回の保健の授業がある。知識を与え

るだけでは身につかないため、毎年繰り返しながら
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少しずつ幅を増やしている。また、今年度は中学部

の３年生で性に関する指導の授業参観を行い、保護

者に学校での指導を見ていただいた後に、いのちの

大切さを考える講演会の講師も入って、悩みや授業

の感想についてグループワークを行った。本来はよ

り深い学習をおこないたいが、現在のところは被害

に遭わない、体に触らないといった範囲までしか指

導ができていない。（養護教諭） 

 

教員の負担・人手不足について  

意見・質問 回答 

・保護者の期待が大きくて先生方の

負担が大きくなっているようなこ

とはあるか。（村田委員） 

・個に応じた目標や手立てを設定して個に応じた

支援をしていくが、個別の対応は難しい部分があ

る。保護者の方から別の場所で個別に対応してほし

いという希望をされた場合は、対応可能な部分と不

可能な部分についてご理解をいただいている。場合

によっては、保護者のニーズとこどものニーズ、学

校が可能なことと不可能なこと等、専門医のアドバ

イスを交えて対応している。（教頭） 

・人手が足りない印象を受けるが、

学校としてはいかがか。（西山委員） 

・中学部では、朝の運動を藤園中学校で行っていた

ところ、生徒が急に動き出し、城東小学校の児童に

ぶつかることが懸念されたため、場所を移して教室

でのラジオ体操や 3 階でのウォーキングを朝の運

動としている。どの特別支援学校にも当てはまると

思うが、より多くの見守りの目があれば活動場所の

制約も少なく、激しく走った方がいいような子も満

足できるような活動ができるのではと考えている。 

・6 人の定員が揃っていなかった頃は、4 人のこど

もに 2 人の先生ということで、両手をつなげば城東

小学校の運動場や体育館、音楽室まで行くことがで

き、朝の運動は小学部も城東小学校の運動場で思い

っきりできたが、現在はそれができず、本当は広い

場所で運動させたいが安全を考えると行けないと

いう状況はある。（教諭） 

・巡回相談が年々増えてきていたが、担当の先生が

安全の確保のため担任に入らなければならず対応

できる件数が大幅に減っている。定数上はしっかり
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配置されておりありがたいが、1 学級を 2 人ずつ担

任すると 1 名足りないような状況であり、求められ

ているセンター的機能が十分に発揮できない部分

があると思う。どこも人が足りていないことは理解

しているが、特別支援教育推進計画において本校に

求められているものを発揮し、熊本市の特別支援教

育の推進のために貢献できたらと思う。（教頭） 

・低学年ではひとりひとりの対応が必要で、6 人を

2 人で見ることは難しい状況があり、学部主事はほ

ぼ１年生か２年生に入っている状況。安全安心な学

校生活のために、養護教諭も事務の先生も放課後の

下校指導に入っている。学部主事と巡回相談者は担

任外で配置できればと考えている。（校長） 

・学級支援員の配置状況はどのよう

になっているのか。（澤委員） 

・２名の看護師に医療的ケア以外の時間に学級支

援員をしてもらっている。（校長） 

・見守りの人数が足りず施設が使用

できないことは、施設が共用だから

こその問題でもある。（教育長） 

・共用には良さもあるが、課題もある。（校長） 

・施設を持つ学校の教育課程があり調整を要する

ため、使いたい時に使えないこともある。（教頭） 

 


